２００６年７月の訪問者数動向について
概要
７月の訪問者総数は、前年同月に比べて１.７％の減少があり、合計１０,６９７人であった。しかし、１月～７月までの合計では１４.２％の増加となっている。
訪問目的
「観光」目的の訪問が、前年同月比で８.８％（３５６人）増え、合計４,３９８人であった。目的別の最大値となっており、全体の４１％の割合を占めている。また、「親戚・知人訪問」は、２番目に大きな２９％の割合を占め、５.６％（１６３人）増え、合計３,０９３人であった。一方、マイナスを記録したのは、「商用」、「スポーツ」、「その他」の分野で、それぞれの訪問者数は、合計１,３００人（－７.７%）、２２１人（－１２.６％）、１,６８６人（－２５％）であった。
マーケット

訪問者数の最も多いマーケットは、全体の３６％の割合を占めるニュージーランドで合計３,８２７人であるが、前年同月に比べて６.５％のマイナスであった。これに続いて２４％の割合を占めるアメリカンサモアは、２,５７９人で１７.４％の増加、また１８％の割合を占めるオーストラリアは、１,９７７人で１０.３％増えている。一方、主要マーケットの一つであるアメリカからの訪問者は、合計１,０１５人で２２.７％の減少であった。総数でおよそ５０人の増加があったヨーロッパのマーケットでは、ベネルクス（１６１.５％増）、スカンジナビア（３５.９％増）、ドイツ（１６％増）からの「観光」目的の訪問者が、顕著な増加を見せている。また、日本人訪問者は、合計８７人で前年同月比、２７.９％の増加が見られ、中国人訪問者は、「商用」、「その他」目的を中心に合計１４０人（前年の統計がないため、伸び率は計算なし）であった。
訪問者のプロフィール
性別ごとの訪問者数は、男性が５３％、女性が４７％の割合となっている。また、年齢別では、際立った違いはないが、活動的な２５歳～４４歳の割合が３３％と最も多く、続いて熟年の４５歳～６４歳の層が３０％を占めている。なお、１５歳～２４歳以下の訪問者は、前年同月比で９.５％増えている。
航空会社
空路による入国が、全体の９７％を占め、総数で１０,４０８人であった。一方、海路からの入国者数は、３％にあたる２８９人であった。また、利用航空会社別では、ニュージーランド航空とポリネシアンブルー航空がそれぞれ３１％、２８％の割合を占めており、２つを合わせるとおよそ５９％となっている。特にオーストラリアからの訪問者は、格安航空会社のポリネシアンブルー航空の利用率が高い。
